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その１

この間、私たちは行路を検討しダイ改提案行路の変更を実現させるために

も、行路の提示を早くするよう会社に求めてきました。

毎年、年末に指標、年明けに行路の提案となっていましたが、今年は指標

と行路を同日に提案してきました。

その２

また、行路では、３５行路の明けが長いので解消するよう求めていました

が、今回の提案では、明けの島田一往復と分割入区を３３行路の菊川泊りに

移管することにより３５行路の長時間労働が解消されました。

しかし、余裕の持てる折り返し時間の設定や、終了時刻が遅い日勤行路の

解消など問題はまだまだあります。

今回のダイ改提案についても問題点を解消し、働きやすい労働条件となる

よう申し入れしていきます。
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